【一】　次の文章を読んで、あとの㈠～㈢の問いに答えなさい。（茨城）
　田舎からとまり客があるに、※EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すゑ),居)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふろ),風呂)をたてゝ(沸かして)いれられしに、このEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(この),此)客風呂に入りて半時(一時間ほど)ばかり音もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さた),沙汰)もなし(反応もない)。亭主きづかひに(心配に)思へど、「はやく上がられよ」ともいひにくゝ、湯殿の口にたゝずみて(浴室の入り口を歩き回って)、「ゆるりとお入りなされ」といへば返事するをきゝ、まづ落ち着きて居るに(一応安心していると)、待てど暮らせど音もなし。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(また),又)も不審に思ひ、又々、「ゆるりとお入りなされ」といへば返事のこゑあり。やゝ久しくして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えび),海老)のごとく赤くなりて(ゆでたえびのように)風呂より上がる。つれの客が見て、「いかう長湯を召させられた(大変長湯をなされました)」といへば、「ハテEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごちそう),御馳走)(もてなし)ではあらうが、湯を強いられるもせつないもんだ(風呂を強制されるのもつらいものです)」。

※　居風呂＝大きなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おけ),桶)にかまどを取り付けた自家風呂

㈠　思へ　の読み方を現代かなづかいに直して、全部ひらがなで
　書きなさい。
㈡　前の文章中には、亭主が思っていても言えなかった会話文が
　ある。それを十字以内で抜き出して書きなさい。
㈢　前の文章の内容に合っているものを次の１～４の中から一
　つ選んで、その番号を書きなさい。
１　田舎からの客は、亭主にくり返しすすめられるまま、気持ち
　よく長湯をしてしまった。

２　田舎からの客は、亭主の言葉をそのまま受け取り、我慢して
　長湯をしていた。

３　田舎からの客は、入浴中に気分が悪くなり、しばらく、風呂
　から出られなかった。

４　田舎からの客は、風呂の湯がぬるかったので、ほどよい温度
　になるまで入っていた。

　【二】次の文章は、江戸のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しば),芝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(みしま),三島)町（現在の東京都港区芝大門）で菓子店を営むEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しん),新右)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(えもん),衛門)と、彼の店に日用品などを売りに来る行商人たちとのかかわりを扱ったものである。これを読んで、１から５までの問いに答えなさい。（栃木）
芝三島町に菓子をあきなふ新右衛門といへるは、少欲(注１)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(し),至)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ちょく),直)にして、(注２)日ごとに買ふ品のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あたへ),価)をあらそふ事なく、売る人の言ふままにまかせてもとめければ、⑴家内の者いぶかりて、「商人はいづれも同じ事にて、その価の高下をあらそふならひなるに、(注３)いかなればかく言ふままにはしたまふぞ。」と①言ふを聞きて、「かれらは日ごとに重きをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にな),荷)ひて、朝は(注４)とくい出で、夕べには遅く帰る。ことに暑寒の折からはそのくるしみ(注５)言ふべくもあらじ。(注６)おのれらは年中店に居て風雨の(注７)うれへもなく家業を営むは⑵有りがたき事ならずや。たとひ人にもの施す事はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(な),為)しがたくとも、せめてはその価をあらそはずしてもとめなば、少しはかれらがたすけともならんか。」と②言ひける。後々は新右衛門が情ある事を③知りて、⑶売る者も価を低くして持ち来たりしとなん。
（「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かな),仮名)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せせつ),世説)」から）

（注１）　至直＝非常に正直なこと

（注２）　日ごとに＝毎日

（注３）　いかなれば＝どうして

（注４）　とく＝早く

（注５）　言ふべくもあらじ＝言葉で表現できないほどだろう

（注６）　おのれらは＝自分たちは

（注７）　うれへ＝心配

１　あらそふならひ　は現代ではどう読むか。現代かなづかいを用いて、すべてひらがなで書きなさい。

２　⑴家内の者いぶかりて　とあるが、家の者は新右衛門のどのような行為について不審に思ったのか。
ア　行商人の希望する通りの商品を探し出して分け与えたこと。

イ　口げんかもせず行商人の訴える苦しみを聞いてあげたこと。

ウ　少欲で正直なふりをして相手の商品をだまし取っていたこと。

エ　値引きの交渉もせず相手の言う値段で商品を買っていたこと。

３　⑵有りがたき事ならずやとあるが、どんなことを「有りがたき事」だと言っているのか。現代語で三十字以内で書きなさい。
４　①言ふ　②言ひ　③知り　について、それぞれの主語にあたる人物の組み合わせとして適切なものはどれか。

ア　①家内の者―②売る者―③新右衛門

イ　①家内の者―②新右衛門―③売る者

ウ　①新右衛門―②売る者―③家内の者

エ　①新右衛門―②家内の者―③売る者

５　⑶売る者も価を低くして持ち来たりし　とあるが、売る者が値段を下げたのはなぜか。
ア　正直者で自分たちの言いなりになる新右衛門に同情したため。

イ　新右衛門が家の者から疑われているとわかってあわ哀れんだため。

ウ　新右衛門の誠意に対して自分たちもまた誠意でこたえるため。

エ　毎日ものを施してくれた新右衛門に感謝の気持ちを表すため。

【三】次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。

（　　 の下の(　　)は口語訳です。）（埼玉）

ある人のいはく、「人は良き友にあはむことを①こひねがふべきなり」。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あさ),麻)の中のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よもぎ),蓬)は(麻の中にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),生)い育つ蓬は)　ためざるに(力を加えなくとも)、②おのづから　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(なほ),直)し(まっすぐ伸びる)

といふたとひあり。蓬は枝さし(伸び方は)、直からぬ草なれども、麻にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(お),生)ひまじりたれば、ゆがみてゆくべき道のなき(曲がって伸びていく場所がない)ままに、心ならず(不本意ながら)、うるはしく(きちんとまっすぐに)生ひのぼるなり。

心のEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(あ),悪)しき人(心のねじけた人)なれども、うるはしくうちある
人(正しく立派に過ごしている人)の中に交はりぬれば、さすが(そうはいっても、やはり)かれこれをはばかるほどに(あれこれと気づかうことが多くなり)、おのづから直しくなるなり。

（EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(「),『)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(じっきんしょう),十訓抄)』による。）

問１　①こひねがふべきなり　とありますが、この部分を「現代かなづかい」に直し、ひらがなで書きなさい。

問２　②おのづから　とありますが、この部分の意味として最も適当なものはどれですか。次のア～エの中から一つ選び、その記号を書きなさい。

ア　自然と　　　　　イ　高々と

ウ　しっかりと　　　エ　ゆっくりと

問３　本文の内容と合うものはどれですか。次のア～エの中から一つ選び、その記号を書きなさい。

ア　麻が蓬の中でまっすぐ育つたとえのように、心のねじけた人は周囲に気づかうことはない。

イ　麻が蓬の中でまっすぐ育つたとえのように、正しく立派に過ごしている人は良い友となる。

ウ　蓬が麻の中でまっすぐ育つたとえのように、心のねじけた人は良い友と出会うことはない。

エ　蓬が麻の中でまっすぐ育つたとえのように、良い友と出会うことにより人は正しくなる。

【四】次の文章は、ある絵の達人の話である。あとの⑴～⑸の問いに答えなさい。（千葉）

　ある時友人来りて物語のついでに(注１)印のEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 8(おし),押)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 8(どころ),所)を問ひしに、答へていふ。「印はその押しどころEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(さだま),定)れるものにあらず。その絵が出来終れば、ここに押してくれよと絵のかたから待つものなり」といへり。ある人これを聞きて、「よろづの道Ａこれにおなじ、たとへば座敷座敷もその客の居やうによりて上中下の居りどころが出来、また人のあいさつもその時々の 　Ｂ　 にあり。臨機応変とも、時のよろしきにしたがふともいへるごとく、Ｃ一定の相はなきもの。しかしその時のもやうの見わからぬ人にはこの段さとしがたし。EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(よ),能)くわかる人はよくその場をしるなれば、(注２)EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(ことじ),琴柱)にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(にかわ),膠)せずとも」といへり。
（EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(おおたなんぼ),大田南畝)「EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(かなせせつ),仮名世説)」による）

（注１）　印＝筆者がだれであるかを示す印。

（注２）　琴柱に膠す＝物事にこだわって融通のきかないこと。

⑴　文章中のＡこれ　の説明として最も適当なものを、次のア～エのうちから一つ選び、その符号を書きなさい。

ア　絵のできがよいと印など押さなくてもすばらしい。

イ　絵によって印を押すところが異なったりはしない。

ウ　絵のできばえによって印を押すかどうか判断する。

エ　絵ができあがって自然と印を押すところは決まる。

⑵　文章中に、まるで「絵」が語るように表現している箇所がある。その箇所を十字以内で抜き出して書きなさい。

⑶　文章中の Ｂ に入ることばとして最も適当なものを、
　 Ｂ　 よりあとの文章中からひらがな三字で抜き出して書きなさい。

⑷　文章中のＣ一定の相　とはどういうことか。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び、その符号を書きなさい。

ア　決まった方法や形式　　　イ　不変の芸術性や価値

ウ　定まった時間や場所　　　エ　動かない姿勢や表情

⑸　この話の中心を「臨機応変」ということばを用いてまとめるとどうなるか。次の文の 　　　 に入ることばを、「臨機応変」の四字を含めて十字以上、十五字以内で書きなさい。
　　『何事においても 　　　　　　　　　 が大切だ。』
【五】次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。（神奈川）

　(注)EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(ばんけいぜんじ),盤珪禅師)、(注)EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(はりま),播磨)にて(注)EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(けつせい),結制)のとき、僧徒数百人EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(きた),来)り集まりゐたりしに、その中にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(ぞく),賊)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(そう),僧)ありて、誰もEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 8(ぎんす),銀子)(お金)を失ひし、何がし (誰それ)も衣服を盗まれしなど、毎日紛失ものありて、人々疑ひあひてEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(なんぎ),難儀)に及びしが、後には賊をなせる僧、EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(たいてい),大抵)に知れければ (おおかたわかったので)、EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(しゅうそういつとう),衆僧一統)に(皆で)禅師に申して賊僧を追放せんと願ひけるに、　　　 聞き届けてそのままに捨ておかれしかば、数日の後、衆僧またこのことを禅師に訴ふ。禅師なほそのままにさしおかれし。かくのごときのこと三、四度に及びて、なほそのままになりにければ１衆僧大いに腹を立て、 「もし賊僧を追ひ払ふことならずんば衆僧一人も残らず退散すべし。」と言ひしに、禅師笑ひて、２「退散したくば、勝手たるべし。 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(ごだうぜんかう),悟道善行)(仏の道を悟り善い行いをする)僧は教ふるに及ばず。この結制もさやうなる悪心の者を教へさとさんためなれば、悪僧なればとてみだりに追放すべからず。」と言はれしにぞ、３衆僧大きに感服しぬ。 かの賊僧もこれを伝へ聞きて深くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんご),感悟)し(感動し)、座中に出でて賊をせしことどもをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みずか),自)らさんげして(自分の罪を告白して)前非をあらため、EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(とくかうけんご),徳行堅固) (道徳にかなった行いをしようという意志の強い)僧となりしとぞ。

（「EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(かなせせつ),仮名世説)」から）

　(注)　盤珪禅師＝臨済宗の高僧。

　　　　播磨＝現在の兵庫県南西部。

　　　　結制＝僧が夏の三か月の間、外出を禁じてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざぜん),座禅)や
　　　　　　修行を行うこと。


(ア)　本文中の 　　　 に入れる人物として最も適するものを次の中から一つ選び、その番号を書きなさい。

１　禅師　　　２　衆僧　　　３　賊僧　　　４　悪僧
(イ)　　　 線１「衆僧大いに腹を立て」とあるが、その理由として最も適するものを次の中から一つ選び、その番号を書きなさい。

１　衆僧が何度賊僧の盗んでいるところを目撃しても、禅師は決して追放しようとしなかったから。

２　衆僧がものがなくなったと何度申し出ても、禅師は笑うばかりで話を聞こうとしなかったから。

３　衆僧が何度賊僧を追放しても、かわいそうに思った禅師がそのたびに連れ戻してしまったから。

４　衆僧が賊僧を追放するよう何度訴えても、禅師は話を聞くだけで何もしてはくれなかったから。
(ウ)　　　 線２「退散したくば、勝手たるべし。」とあるが、その意味として最も適するものを次の中から一つ選び、その番号を書きなさい。

１　出て行かないなら、こちらが出て行こう。

２　追い出したいのなら、好きにするがよい。

３　追い出さないなら、こちらが出て行こう。

４　出て行きたいのなら、好きにするがよい。

(エ)　　　 線３「衆僧大きに感服しぬ。」とあるが、その理由として最も適するものを次の中から一つ選び、その番号を書きなさい。

１　禅師が、善い行いをする僧が増えていけば、悪心の者は自然にこの結制から退散していくはずであると考えていたから。

２　禅師が、賊僧を追放してしまうのではなく、その悪心を改めるよう導くことにこの結制の意味があると考えていたから。

３　禅師が、衆僧の中にまぎれてしまっている悪心の僧を見つけ出すことこそが、この結制の目的であると考えていたから。

４　禅師が、一人残らず衆僧が退散してしまったとしても、自分だけは最後までこの結制に残っていようと考えていたから。
(オ)　本文の内容と一致するものを次の中から一つ選び、その番号を書きなさい。

１　衆僧のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たびかさ),度重)なる訴えに反省した賊僧は、結制にとどまることはできないと考え、自分の意志でその場から去ろうと決心した。

２　衆僧の報告を聞いた禅師は、何としても賊僧を追い払い、道徳心の厚い衆僧を一人も失いたくはないと考えるようになった。

３　禅師の言葉に心を動かされた賊僧は、皆の前で自分のそれまでの罪を告白してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あやまち),過ち)を改め、善い行いを心がける僧となった。
４　禅師の教えに触れた衆僧は、一方的に賊僧を追い払おうとしたことを反省して、賊僧の言いぶんも聞いてみようと相談した。
【六】次の文章を読んで、１～５の問いに答えなさい。（愛媛）
　①法師、山へ行くとき、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちご),児)にいふ。 昼の飯をば棚におきたり。(注)九つなりてあらば、まゐれと②をしへぬ。かの法師、案の外、はやく昼以前に、しまひて帰り、見れば児の飯なし。③これは不審やととふ。とくはや食ふたと返事せらるる。いまだ九つはならず。④いかでかと申せば、いや、けさ(注)五つ、先に(注)四つ打ちたれば、九つなつたほどに、それに食ふたはと。
（「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいすいしょう),醒睡笑)」による。）

(注)　九つ、五つ、四つ＝時刻を知らせるために鳴らす鐘の回数。当時は、正午に九回、午前八時に五回、午前十時に四回鐘を鳴らした。

１　　　 線②「をしへぬ」を現代仮名遣いに直し、すべて平仮名で書け。

２　　　 線①「法師、山へ行くとき、児にいふ。」とあるが、このとき「法師」が「児」に言った言葉を文中からそのまま抜き出し、最初と最後のそれぞれ三字を書け。

３　　　 線④「いかでか」の意味として最も適当なものを、次のア～エの中から一つ選び、その記号を書け。

ア　どうして　　　イ　どこで

ウ　どれほど　　　エ　どれか

４　　　 線③「これは不審や」とあるが、どのようなことが不審だというのか。十五字以上二十字以内の現代語で書け。

５　この話の説明として最も適当なものを、次のア～エの中から一つ選び、その記号を書け。

ア　法師の言葉を聞き違えて早合点した子供の失敗を描いている。

イ　法師の言葉に驚いて弁解した子供のうろたえぶりを描いている。

ウ　法師の言葉に即座にうまく対応した子供の機転を描いている。

エ　法師の言葉どおりきちんと行動した子供の実直さを描いている。

【七】次の文章は、漢文を書き下し文にしたものです。よく読んで、あとの⑴～⑷の問いに答えなさい。（岩手）
　(注１)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かかう),嘉肴)有りとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いへど),雖)も、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くら),食)はざれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),其)の(注２)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うま),旨)きを知らざるなり。①EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しどう),至道)有りと雖も、学ばざれば、其のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),善)きを知らざるなり。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),是)の故に、学びてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しか),然)る後に②足らざるを知り、教へて然る後に(注３)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くる),困)しむを知る。
（「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らいき),礼記)」による）

（注１）嘉肴…ごちそう

（注２）旨き…おいしさ

（注３）困しむを知る…難しさがわかる

⑴　二重傍線部　故　は、歴史的かなづかいで書き表すと、「ゆゑ」となります。これを現代かなづかいで書きなさい。
⑵　傍線部①　至道有りと雖も、学ばざれば、其の善きを知らざるなり　は、どのような意味ですか。次の にあてはまるように、六字以内で書きなさい。
　たとえ、どんなに立派な考え方や道理があったとしても、 ば、そのすばらしさはわからないのである。

⑶　傍線部②　足らざるを知り　は、「（自分の知恵が）足りないことを知り」という意味で、原文では「知不足」となっています。これに返り点をつけなさい。
⑷　次のア～エのうち、この文章で述べられていることに、最もよく合っているものはどれですか。一つ選び、その記号を書きなさい。
ア　人間は欲望に心を奪われることのないように、ひたすら学問に没　頭すべきものである。

イ　学んでみて学問の楽しさがわかりはじめると、他人に教えてみたいと思うものである。

ウ　自分の未熟さや学問の難しさは、学んだり教えたりしてみて初めてわかるものである。

エ　学問を追究することのすばらしさは、師の教えを受けることで納得できるものである。

【八】次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。（岐阜）

　雪のおもしろう降りたりし(趣深く降り積もった)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あした),朝)、人のがり(ある人のもとに)言ふべきことありてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふみ),文)(手紙)をやるとて、雪のこと何とも言はざりしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かへ),返)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごと),事)に(何も書かなかった私(筆者)の手紙に対する返事に)、「『この雪いかが見る。』と、一筆のたまはせぬ(一言もおっしゃらない)ほどの、１ひがひがしからん人(趣のあるさまがわからないような人)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おほ),仰)せらるること、聞き入るべきかは(どうして聞き入れることができましょうか)。かへすがへすEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くちお),口惜)しき(残念な)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)心なり。」と言ひたりしこそ(書いてあったこと)、２をかしかりしか(おもしろくて心ひかれることだった)。

　今はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),亡)き人なれば、かばかりのこと(これくらいのちょっとしたこと)も忘れがたし。
「徒然草」（兼好法師）による。

問一　かへすがへす　を現代仮名遣いに改め、すべて平仮名で書きなさい。
問二　１ひがひがしからん人　とあるが、返事の送り主が、筆者のことを「ひがひがしからん人」と思ったのはなぜか。現代語で三十字以内でまとめて書きなさい。ただし、「筆者が」という書き出しに続けること。

問三　２をかしかりしか　とあるが、筆者は、返事の送り主のどのようなところに対して「をかしかりしか」と感じたのか。最も適切なものを、ア～エから選び、符号で書きなさい。

ア　趣のあるさまを見落としていたことを許す返事を、すぐに送ってくるような、寛容なところ。

イ　頼んだ用件にこたえられないことをわびる返事を、わざわざ送ってくるような、正直なところ。

ウ　頼んだ用件に何とかこたえようとする返事を、すぐに送ってくるような、やさしいところ。

エ　趣のあるさまを理解しないことをとがめる返事を、わざわざ送ってくるような、率直なところ。

【九】次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。（熊本）

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のう),能)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つづみ),鼓)打ちに、いみじき者あり。ある時、名だたる上手どもをつくしたる能あり。かの鼓打ち、拍子、音色、えも言はずEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はや),囃)したてたれば、聞く人、「あな、おもしろ。」と感じあへり。満足げに①うちゑみて幕に入らんとす。その父なるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おきな),翁)、待ち受けて、「つたなげにも打ちたるものかな。」とて、鼓をうばひて投げ捨てぬ。子EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほ),誉)められんと②②②なるに、思ひのほかのことなれば、③色を失ひて逃げぬ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かたわ),傍)らなる人々、「④あいなの親や、子はかくいみじきものを。」とあやしむ。かくてその子、このわざ捨つるもつらく、親の心安からしめんとて、さらにつとめて、年EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へ),経)けるに、つひに上なき上手となりたり。弟子どもに教ふる時、このこと語りて、「おのが名を得たる、すべて父のたまものなり。」とて、涙落としけるとなん。
（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なかいしゅうあん),中井甃庵)著「とはずかたり」による。）

(注)　いみじき＝「すぐれている」の意味。

　　　つくしたる＝「残らず出演させた」の意味。

　　　えも言はず＝「なんとも言いようがないほどすばらしく」の意味。

　　　父のたまもの＝父から受けた恩恵。

１　傍線①の部分「うちゑみて」を現代かなづかいになおして、ひらがなで書きなさい。

２　　②　 の部分に入れるのに最も適当なものを次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア　浮かぬ顔　　　イ　恨み顔　　　　ウ　思案顔

エ　誇り顔　　　　オ　物知り顔

３　次の文は、傍線③の部分「色を失ひて逃げぬ」について説明したものである。文中の ａ　・　ｂ に入れるのに最も適当なものを、　ａ　 はａ群の中から、　ｂ　はｂ群の中から、それぞれ選び、記号で答えなさい。

「色を失ひて逃げぬ」は、　ａ　が　ｂ　逃げているようすを表現している。

ａ群　ア　父なる翁　　　　　　イ　子　

　　　ウ　傍らなる人々　　　　エ　弟子ども

ｂ群　ア　腹を立てて　　　　　イ　がっかりして

　　　ウ　驚きあわてて　　　　エ　ふてくされて

４　傍線④の部分「『あいなの親や、子はかくいみじきものを。』とあやしむ」から、「親」に対する「傍らなる人々」のどんな気持ちがうかがえるか。最も適当なものを次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア　「せっかちな親だなあ」と驚きあきれる気持ち

イ　「わけのわからない親だなあ」と理解に苦しむ気持ち

ウ　「あさはかな親だなあ」となげき悲しむ気持ち

エ　「とてもおもしろい親だなあ」と心がひかれる気持ち

オ　「きまぐれな親だなあ」と強く非難する気持ち

５　この文章の内容に合っているものを次のア～オから一つ選び、記号で答えなさい。

ア　子は、鼓の修行をやめたいと思う弱気をしかってくれた父に対し

　　て感謝の気持ちを抱いている。

イ　子は、聴衆あっての芸能の道であることを示してくれた父に対して

　　感謝の気持ちを抱いている。

ウ　子は、慢心が芸の上達の妨げとなることを教えてくれた父に対し

　　て感謝の気持ちを抱いている。

エ　子は、鼓の演奏技術や舞台上での心得を伝授してくれた父に対し

　　て感謝の気持ちを抱いている。

オ　子は、弟子への伝統的な指導法を実演して見せてくれた父に対し

　　て感謝の気持ちを抱いている。

【十】次の文章を読み、後の㈠～㈣の問いに答えなさい。（高知）
　花はさくら。桜は、山桜の葉あかくてりて細きが、ａまばらにまじりて、花しげく咲きたるは、又たぐふべき物もなく、うき世のものとも思はれず。葉青くて花のｂまばらなるは、こよなくおくれたり。大方山桜といふ中にも、しなじなのありて、こまかに見れば、一木ごとにいささかかはれるところありて、またく同じきはなきやうなり。又今の世に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きり),桐)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やつやえひとえ),谷八重一重)などいふも１やうかはりていとめでたし。すべて曇れる日の空に見あげたるは、花の色あざやかならず。松も何も、青やかに茂りたるこなたに咲けるは、色はえて、ことに見ゆ。空きよく晴れたる日、日影のさすかたより見たるは、にほひこよなくて、おなじ花ともおぼえぬまでなむ。朝日はさらなり。２夕映も。

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もとおりのり),本居宣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なが),長)『玉勝間』による）

（注）てりて…照り輝いて。

　　　しげく…たくさんに。

　　　たぐふ…くらべる。

　　　うき世…この世。

　　　こよなく…大変。

　　　またく…まったく。

　　　桐が谷八重一重…桜の種類の名。

　　　松も何も…松の木でもその他の何の木でも。

　　　青やかに茂りたるこなた…青々と茂っている林のこちら
　　　の方。

㈠　文章中の 　　 線部ａの「まばらに」とｂの「まばらなる」は、それぞれ山桜のどの部分の様子について言ったものか。その組み合わせとして適切なものを、次のア～エから一つ選び、その記号を書け。
ア　ａ―葉　　ｂ―葉

イ　ａ―花　　ｂ―花

ウ　ａ―葉　　ｂ―花

エ　ａ―花　　ｂ―葉

㈡　文章中の 　　 線部１の「やうかはりて」を現代仮名遣いに直して、　　 線部全部をひらがなで書け。
㈢　文章中の 　　 線部２の「夕映も。」は、その後に続く言葉が省略されていると考えられる。その省略されたと考えられる言葉の内容を説明したものとして適切なものを、次のア～エから一つ選び、その記号を書け。
ア　また、その美しさはすばらしいものである。

イ　また、その香りがそこなわれるものである。

ウ　また、その青みが薄れるものである。

エ　また、その数は思いがけず増えるものである。

㈣　筆者はこの文章中で、それぞれの山桜には違いがあるということを述べているが、どういう行為から筆者はそのようなとらえ方をするようになったのか。その行為が表されている部分を、文章中から七字でそのまま抜き出して書け。
【十一】次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。なお、本文中の〈　　〉はその下の会話文がだれの言葉であるかを示している。（佐賀）

腹もやうやうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),癒)えて (腹立たしさも次第におさまって)母禅門に申しけるは、〈母〉「腹の立つままに、この子、我を打ちたると申し上げてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はべ),侍)りつれども(申し上げましたけれども)、①まことにはさる事EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さぶら),候)はず（実際にはそのようなことはありませんでした）。大人げなく彼を打たんとして（大人げなく子をたたこうとして、）、倒れて侍りつるを（（誤って自分が）転びましたのを）、ねたさにこそ訴へ申し候ひつれ（腹立ち紛れに訴え申し上げました）。まめやかにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごかんどう),御勘当)候はんことはあさましく候ふ（本当に処罰がされますことはあまりのことです）。許させ給へ」とて、②うち泣きければ、〈禅門〉「さらば召せ(それならば呼べ)」とて、召して、事のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しさい),子細) (細かい事情)を尋ねられけるに、〈子〉「まことにはいかで(実際にはどうして)母をば打ち候ふべき（母を打つことなどありえましょうか）」と申す時、〈禅門〉「さらば、などはじめより、ありのままに申さざりける」と、禅門申されければ、〈子〉「母が打ちたりと申さん上には、我が身こそいかなるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とが),咎)にも沈み候はめ（どのような罪も受けましょう、けれども、）、母をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょたん),虚誕)の者(うそつき)には、いかが成し候ふべき(どうしてできましょう)」と申しければ、〈禅門〉「いみじき孝の志深き者なり」とて、③大きに感じて、なお別の所領を添へて給ひて(別の領地を加えてお与えになって)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こと),殊)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふびん),不憫)の者(特に大切にすべき者)に思はれけり。

（『沙石集』による）

問１　やうやう　を現代仮名遣いで書きなさい。

問２　①まことにはさる事候はず　について、「さる事」に当たる部分を本文中から十字以内で抜き出して書きなさい。

問３　②うち泣きければ　について、このときの母の心情として最も適当なものを、次のア～エの中から一つ選び、記号を書きなさい。

ア　子から長年にわたってひどい仕打ちを受けてきたことを嘆く気持ち。

イ　親子が離れ離れにならずにすむ処置がくだされたことを喜ぶ気持ち。

ウ　自分の行為が感情にまかせた愚かなものであったと後悔する気持ち。

エ　禅門が本当は子の罪を軽くしようとしていたことに感謝する気持ち。

問４　③大きに感じて　について、「禅門」がこのように感動したのはなぜか。その理由として最も適当なものを、次のア～エの中から一つ選び、記号を書きなさい。

ア　子が、禅門にうその言い訳をする母に心を痛め、改心して自分の罪を認めたから。

イ　子が、自分はうそを言っても、禅門がすべてを見抜いてくれると信じていたから。

ウ　子が、母をうそつきにしてはならないと思い、自ら罪を受けようとしたから。

エ　子が、自ら真実を語ることで、うそつきの母を立ち直らせようとしたから。

【十二】次の文章は、「ふう風し姿か花でん伝」の一節である。注を参考にしてこれを読み、問い⑴～⑹に答えよ。（京都）
　①いかなるａをかしきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(して),為手)なりとも、よき所ありと見ば、上手もこれを学ぶベし。これ、第一のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てだて),手立)なり。もし、よき所を見たりとも、「ｂ我より下手をば似すまじき」と思ふ②EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょう),情)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しき),識)あらば、その心に③EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けばく),繫縛)せられて、我がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わろ),悪)き所をも、④いかさま知るまじきなり。これｃすなはち、極めぬ心なるべし。また、ｄ下手も上手の悪き所もし見えば、「上手だにも悪き所あり。⑤いはんや初心の我なれば、さこそ悪き所多かるらめ」と思ひて、これを恐れて、人にも尋ね、工夫をいたさば、いよいよEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいこ),稽古)になりて、能は早く上がるべし。もし、さはなくて、「我は⑥あれEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てい),体)に悪き所をばすまじきものを」と慢心あらば、我がよき所をも、真実知らぬ為手なるべし。ＡＡＡを知らねば、ＢＢＢをも良しと思ふなり。さるほどに、年は行けども、能は上がらぬなり。これすなはち、下手の心なり。

（「日本古典文学全集」による）

　　　　注

①　いかなるをかしき為手なりとも＝どんなに下手な能の演者
　であっても。

②　情識＝頑固な心。

③　繫縛せられて＝束縛されて。
④　いかさま知るまじきなり＝きっと知ることができないだろ
　う。

⑤　いはんや初心の我なれば＝まして初心者の私なのだから。

⑥　あれ体に＝あんなふうに。

⑴　本文中のａをかしき　とｃすなはち　は歴史的仮名遣いで
　書かれている。現代仮名遣いに直して、すべて平仮名で書け。
⑵　本文中のｂ我より下手をば似すまじき　の解釈として最も
　適当なものを、次の(ア)～(エ)から一つ選べ。


(ア)　自分より下手な演者の手本にはなりたくない。

(イ)　自分より下手な演者を手本にする人はいないのか。

(ウ)　自分より下手な演者の手本にもなれないのか。

(エ)　自分より下手な演者を手本にするつもりはない。

⑶　本文中のｄ下手も上手の悪き所もし見えばを音読するとき、
　意味がよくわかるように一か所ま間をおくとすれば、最も適当
　な場所はどこか、間をおいた直後の二字を抜き出して書け。
⑷　本文中の ＡＡＡ・ＢＢＢ に入る言葉を、本文中からそれぞ
　れ三字で抜き出して書け。


⑸　本文によると、筆者はどのような人が能を極めることができ
　ると考えているか、最も適当なものを、次の(ア)～(エ)から一
　つ選べ。


(ア)　自分が未熟であることを自覚し、まず「下手」に教わった
　　上で工夫をする人

(イ)　「下手」の欠点、「上手」の長所に学んだ上で、工夫を凝
　　らし稽古を重ねる人

(ウ)　「上手」の欠点を批判できるようになりたいと思い、黙々　

　　と稽古を重ねる人

(エ)　「下手」の長所、「上手」の欠点から謙虚に学び、人にも
　　聞いて工夫をする人

⑹　本文の特徴や内容を説明した文として最も適当なものを、次
　の(ア)～(オ)から一つ選べ。


(ア)　対になる表現で「上手」と「下手」を対照的に述べ、稽古
　　の心得を説いている。

(イ)　漢文独特の読み方を生かして、「上手」と「下手」の演技
　　の違いを描いている。

(ウ)　仮定の表現で「下手」が「上手」になる条件を考え、演技
　　の違いを述べている。

(エ)　倒置法で主張を強調して、「上手」にも「下手」にも稽古
　　の心得を説いている。

(オ)　現実味のある会話文を用いて、「上手」と「下手」の演技
　　の違いを述べている。

解答・解説

【一】（茨城）

㈠おもえ

㈡はやく上がられよ

㈢２
〈口語訳〉

　田舎から泊まりで来る客があったので、自家風呂を沸かして入れなさったのだが、この客は風呂に入って一時間ほど反応もない。主人は心配に思ったが、「早くお上がりなされませ」とも言いにくく、浴室の入り口を歩き回って、「ゆっくりとお入りなされませ」と言えば返事をするのを聞いて一応安心していると、待てど暮らせど反応がない。再び不審に思って、またまた「ゆっくりとお入りなされませ」と言えば返事をする声がある。少し時間がたって、ゆでた海老のように赤くなって(その客が)風呂から上がった。連れの客が見て、「大変長湯をなされました」と言うと、「いやはや、(これも主人の)もてなしではあろうが、風呂を強制されるのもつらいものです」。

・単語の一文字目以外のハ行の字はワ行に直して読む。
思へど→思えど

きづかひ→きずかい

いひにくく→いいにくく
いへば→いえば

・ゐ→い　　ゑ→え

・二十四時間を十二支に割り当てて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いっとき),一時)は二時間だった。
【二】（栃木）

１あらそうならい

２エ

３(例)自分たちは年中店にいて風雨の心配もなく、家業を営んでいる

こと。

４イ

５ウ

〈口語訳〉

　芝三島町で菓子店を商っている新右衛門という人は、私欲のない正直者であった。毎日の仕入れの価格を交渉することなく売り手のいうままの価格で買い求めていたので、家の者は不審に思い「商人は何の商売でも同じで、その仕入れの価格を交渉するものであるのに、どうして売り手の言うままにするのですか。」というのを聞いて「彼らは毎日重い荷を背負い朝早く家を出、夕方遅く家に帰る。特にに暑さ寒さの（厳しい）頃のつらさは言葉では表現できないほどだろう。（それに比べて）自分たちは年中店の中にいて、雨風の心配もなく営んでいられることはありがたいことではないか。たとえ人に物を与えることは出来なくても、せめて買い値をあらそわないで仕入れれば、少しは彼らの助けになるだろう。」といった。その後は新右衛門が人情のあることを知って、売り手も価格を低くして持ってきたという。

・～ければ　「～したので」

・～や
「～だろうか」
【三】（埼玉）

１　こいねがうべきなり

２　ア

３　エ

〈口語訳〉

　ある人が言うことには、「人はよい友に出会うことを願い求めるべきだ」と。

　麻の中に生い育つ蓬は力を加えなくとも、自然とまっすぐ伸びる

　というたとえがある。蓬は伸び方は、まっすぐではない草だが、麻の中にまじって育つなら、曲がって伸びていく場所がないまま、不本意ながら、きちんとまっすぐに伸びるのである。心のねじけた人でも、正しく立派に過ごしている人の中にいっしょにいると、そうはいっても、やはりあれこれと気づかうことが多くなり、自然と正しくなるのである。

【四】（千葉）

㈠エ

㈡ここに押してくれよ

㈢もやう

㈣ア

㈤臨機応変に対処すること
〈口語訳〉

　ある時、友人がやって来て、話のついでに、筆者がだれであるかを示す印を、絵のどこに押したらよいのかを尋ねたので、答えて言った。「印というものは、押すべき場所が決まっているものではない。その絵が出来上がったら、ここに押してくれよ、と絵の方から待っているものである」と言った。ある人がこれを聞いて「あらゆることに関してこれと同じことが言えるが、例えば座敷でも、その時客の座っている状態によって上位・中位・下位の座る場所が決まり、また、人のあいさつも、その時々の状況によるのである。臨機応変とも、その時に応じて判断するとも言うように、決まった方法や形式はないものだ。しかし、その時の状況を見定めることができない人には、この点を分からせるのは難しい。ちゃんと見定めることができる人は、その時の状況がよく分かるので、物事にこだわって融通がきかないということがない」とも言うのだった。

【五】（神奈川）

ア　１　　イ　４　　ウ　４　　エ　２　　オ　３
〈口語訳〉

　盤珪禅師が、播磨で結制を行っていたとき、僧たちが数百人来て集まっていたところ、その中に盗賊の僧がいて、誰それもお金をなくした、誰それも衣服を盗まれたなど、毎日なくなる物があって、人々が疑いあって困ったことになったのだが、後になって盗みをはたらいた僧が、おおかたわかったので、皆で禅師に申し上げて盗賊の僧を追放しようと願ったところ、  は聞いて確認してそのままにしておいたので、数日後、大勢の僧がまたこのことを禅師に訴えた。禅師はなおもそのままにしておかれた。このようなことが三、四度に及んで、それでもなおそのままなので、僧たちはたいそう腹を立てて、｢もし盗賊の僧を追いはらうことがないならば、私たちは一人残らず出て行こう。」と言ったところ、禅師が笑って、「出て行きたいのなら、好きにするがよい。仏の道を悟り善い行いをする僧は教える必要はない。この結制もそのような悪い心の者を教えさとすためだから、悪僧だからといってやたらに追い出すべきではない。」とおっしゃったことに、多くの僧はたいそう感服した。あの盗みをはたらいた僧もこれを伝え聞いて深く感動し、座の中に進み出て、盗みをしたことなどを自ら自分の罪を告白してそれまでにした悪いことを直し、道徳にかなった行いをしようという意志の強い僧となったということである
【六】（愛媛）

１　おしえぬ

２　昼の飯～まゐれ

３　ア

４　正午より前に子どもの昼食がなくなっていること。

５　ウ

〈現代語訳〉

　法師が山へ行くとき、(寺の雑用をする)子供に言う。「昼の食事を棚においてある。(正午の)鐘が九つなったらば、召し上がりなさい。」と教えた。その法師は、思ったより、早く昼よりも以前に、終わりにして帰って、見ると子供の食事がない。「これはいぶかしいことだ。」とたずねる。(すると)「すでにもう食べた。」と返事なさる。「まだ正午の鐘が九つはなっていない。どうして(もう食べたの)か。」と申し上げると、「いや、今朝午前八時に五つ、先ほど午前十時に四つ鐘がなったので、(合わせて)九つになったので、それで食べたのだ。」と(言った)。
【七】（岩手）

１　ゆえ

２　学ばなけれ（ば）

３　知レ不レ足

４　ウ

〈口語訳〉

　たとえごちそうがあったとしても、食べなければ、そのおいしさはわからない。たとえ、どんなに立派な考え方や道理があったとしても、学ばなければ、そのすばらしさはわからないのである。だから、学んだそのあとで(自分の知恵が)足りないことを知り、人に教えてみてそのあとで(学問の)難しさがわかるのである。

【八】（岐阜）

１　かへすがへす

２　趣深く降り積もった雪のことを、手紙に何も書いてこなかっ

　　た

３　エ

〈口語訳〉

　雪が趣深く降り積もった朝、ある人のもとに言わなければならないことがあって手紙を送った。その際に、(用件だけを書いて)雪のことを何も書かなかった私の手紙に対する返事に、「『この雪をどのように感じるか』と、一言もおっしゃらないほどの趣のあるさまがわからないような人のおっしゃることを、どうして聞き入れることができましょうか。かえすがえすも残念なお心です。」と書いてあったことは、おもしろくて心ひかれることだった。

　今は亡くなってしまった人なので、これくらいのちょっとしたことも忘れがたい。

【九】（熊本）

１　うちみえて

２　エ

３　ａイ　ｂウ

４　イ

５　ウ

〈口語訳〉

　能の鼓打ちで、すぐれている者がいた。ある時、有名な達人たちを残らず出演させた能があった。例の鼓打ちは、拍子も音色もなんとも言いようがないほどすばらしく演奏したので、聞いた人は「ああ、趣が深いなあ。」と感動し合った。(能が終わり)鼓打ちは満足げにほほ笑んで幕に入ろうとした。するとその父親である老人が待っていて「下手に打ったものだ」と言って、鼓を奪って投げ捨てた。子である鼓打ちは誉められるであろうと自慢顔だったのに、思いがけないことだったので、顔色を変えて逃げた。そばにいた人々は「わけのわからない親だなあ、子どもがこんなにすぐれているのに。」と不思議がった。こうしてその子どもは、鼓を打つことをやめるのもつらいので、親を安心させようと、一層鼓のけいこに励んで、数年経つと、とうとうこの上もない達人となった。弟子たちに鼓を教える時、この話をして、「わたしが名声を得たのは、すべて父から受けた恩恵である。」と、涙を落としたということだ。
【十】（高知）

１　ウ

２　ようかわりて

３　ア

４　こまかに見れば

〈口語訳〉

　花は桜(がすばらしい)。桜は、山桜の葉が赤く照り輝いて細いのが、まばらに混じって、花がたくさんに咲いているのは、他にくらべるべき物もなく、この世のものとも思われない。(一方)葉が青くて花がまばらなのは、大変劣っている。だいたい山桜という中でも、さまざまな種類があって、よく見れば、一本の木ごとに少しずつ変わったところがあって、まったく同じものはないようだ。また当世、桐が谷や八重や一重などという桜の種類も姿が変わっていてとてもすばらしい。(しかし)まったく曇った日の空(を背景)に見上げるのは、花の色は鮮やかではない。松の木でもその他の何の木でも、青々と茂っている林のこちらの方に咲いているのは、色がひきたって、格別に見える。空がきよらかに晴れた日に、日の光がさす方から見るのは、かおりもすばらしく、同じ花とは思われないほどである。朝日は言うまでもない。夕映えも(また、その美しさはすばらしいものである)。
【十一】（佐賀）

問１　ようよう

問２　この子、我を打ちたる

問３　ウ

問４　ウ

〈口語訳〉

　腹立たしさも次第におさまって母親が禅門に申したことには、「腹が立つまま、この子が、私を打ったと申し上げましたけれども、実際にはそのようなことはありませんでした。大人げなく子をたたこうとして、(誤って自分が)転びましたのを、腹立ち紛れに訴え申し上げました。本当に処罰がされますことはあまりのことです。お許しください」と申して、泣いたので、(禅門は)「それならば呼べ」と言って、(子を)お呼びになって、細かい事情をお尋ねになったところ、(子は)「実際にはどうして母を打つことなどありえましょうか」と申したので、「それならば、なぜ最初から、ありのままに申さなかったのだ」と、禅門が申したところ、(子は)「母が打ったと申した以上は、私自身はどのような罪も受けましょう。けれども、母をうそつきには、どうしてできましょう」と申したので、(禅門は)「たいそう孝行の心が深い者だ」と、とても感動して、さらに別の領地を加えてお与えになって、特に大切にすべき者とお思いになった。
【十二】（京都）

１　ａおかしき　ｃすなわち

２　エ

３　上手

４　Ａよき所　Ｂ悪き所

５　エ

６　ア

〈口語訳〉

　どんなに下手な能の演者であっても、よい所があると思ったら、上手な者もこれを学ぶべきである。これは、(上達の)第一の方法である。もし、よい所を見ても、「自分より下手な演者を手本にするつもりはない」と思う頑固な心があれば、その心に束縛されて、自分が悪い所をも、きっと知ることができないだろう。これはつまり、道を極めない心であるに違いない。また、下手な者も上手な者の悪い所がもし見えたら、「上手な人にも悪い所がある。まして初心者の私なのだから、さぞかし悪い所が多いことだろう。」と思って、欠点の多いことを警戒して、人にも尋ね、工夫をすれば、ますます稽古になって、能は早く上達するであろう。もし、そうでなくて、「私はあんなふうに悪くはしないのになあ」と思いあがる気持ちがあると、自分がよい所をも、本当には知らない能の演者であるに違いない。よい所を知らなければ、悪い所をよいと思うのである。そうこうしているうちに、年数は過ぎても、能は上達しないのである。これはつまり下手な者の心である。
